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転落防止用窓格子

ひまわり便り

保育室の高さ1メートルにも満たない窓は、子どもが何かによじ

登って転落しそうになる危険な場面がありました。

以前、踊場からの転落しそうになったことをきっかけに、鉄製の柵

を設けました。今回は外側にアルミ製の面格子を取付けたため、

窓を開けていても安心です。
文：Maruco
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保育園の不審者対策、実は日常がカギ

消防団でのAED講習の様子

2025年12月1日

TEL: 052-880-8959
E-mail: t.ikeda@himawarikoubou-co.com
昭和区阿由知通4丁目23番2 ハナムラプラザ1階
社長 池田 孝生

園庭整備、遊具設置、防音対策、クロス張替え等の内装工事、塗装、家具製作 
空調・電気・ガス・水道工事、扉やドア等の建具修理、フェンス設置etc... 
お困りごとがありましたら気軽にご相談ください。 

毎年秋に実施される保育園の不審者対策訓練。

今年も不審者役として参加しました。かつて保育園は地域に開かれ、

保護者だけでなく近隣住民も自由に立ち寄れる場でした。しかし、現代

では見知らぬ人が増え、不審者から子どもたちを守る、そして職員を守

ることが、保育園経営者にとって重要な課題となっています。

弊社が協力してきた不審者対策は、ハード面では門扉の電気錠や高

いフェンスの設置、防犯カメラ、刺股の準備。ソフト面では訓練に加え、

園周辺の雑草を抜く、ポイ捨てタバコの清掃といった環境整備も効果が

ありました。 

さらに、簡単なことですが、挨拶も重要です。子どもたちには「知らない

人に話しかけてはいけない」と教えがちですが、大人が自ら挨拶すること

で、相手の状況を把握できることもあります。以前、近隣のアパートに住

む無職の男性が、苦言を呈し、無断で

保育園に入り込むことがありましたが、

最終的には良好な関係を築くことが

できました。 私の経験が、保育園の

不審者対策の一助となれば幸いです。

写真、文：孝生
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